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安
心・安
全
な

毎
日
の
た
め
に

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
の
７
日
間
、全
国

一
斉
に
春
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
発
生
の
防
止
と
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
３
つ
の
習
慣
・４
つ
の
対
策
～

《
３
つ
の
習
慣
》

❶
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す
。

《
４
つ
の
対
策
》

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

❷
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

❸
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

❹
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、地
域
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

林
野
火
災
防
止
！

　
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」と
併
せ
て「
全

国
山
火
事
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

山
火
事
は
、いっ
た
ん
発
生
す
る
と
そ
の

消
火
は
容
易
で
は
な
く
、一
瞬
に
し
て
貴
重

な
森
林
を
焼
失
し
、そ
の
回
復
に
は
長
い
年

月
と
多
く
の
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
林
野
火
災
予
防
の
注
意
点

ア　

枯
れ
草
な
ど
が
あ
り
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、た
き
火
を
し
な
い
こ
と

イ　

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る

こ
と

ウ　

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
、火

入
れ
を
し
な
い
こ
と

エ　

火
入
れ
を
行
う
際
に
は
、必
ず
許
可
を

受
け
る
こ
と

オ　

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

す
る
。吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、投
げ
捨
て

な
い
こ
と

カ　

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
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春
の
全
国

火
災
予
防
運
動

市の地域医療を担う学生を支援します
平成 24 年度奨学生募集

保健医療課医療予防係　☎０８２４−７３−１１５５

　

市
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守

り
、生
活
の
安
心
を
支
え
る
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
く
た
め
、将
来
市
内
の
医
療
機
関

な
ど
に
医
師
、看
護
師
、准
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し
、修
学
な
ど

に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。平
成

24
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

　

な
お
、資
格
取
得
後
、市
内
の
医
療
機
関

な
ど（
※
１
）に
医
療
従
事
者
と
し
て
一
定

期
間
勤
務
す
れ
ば
奨
学
金
の
全
額
か
一
部

を
免
除
し
ま
す
。

１　

貸
付
対
象
者　
　
　
　
　
　
　
　

　

将
来
、医
療
従
事
者
と
し
て
実
際
に
市
内

の
医
療
機
関
な
ど
で
従
事
す
る
意
思
が
あ

る
方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。た

だ
し
、市
が
設
け
る
ほ
か
の
奨
学
金
制
度
を

現
に
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

①
大
学
で
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学

す
る
方

②
病
院
で
、研
修
医
と
し
て
実
地
で
医
療
を

研
修
し
て
い
る
方

③
養
成
施
設（
※
２
）で
、看
護
師
ま
た
は

准
看
護
師
と
し
て
履
修
す
る
課
程
に
在
学

す
る
方（
平
成
24
年
度
は
、助
産
師
の
募
集

は
行
い
ま
せ
ん
）

※
１　

医
療
機
関
な
ど
と
は
、市
内
の
病

院
、診
療
所
、学
校
、保
育
所
、幼
稚
園
お
よ

び
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。

※
２　

養
成
施
設
と
は
、保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
も
し
く
は
都
道
府
県
知
事

が
指
定
し
た
学
校
ま
た
は
養
成
所
を
い
う
。

２　

貸
付
金
額（
月
額
）　

医
学
生・研
修
医　

20
万
円
以
内

看
護
学
生
な
ど　

10
万
円
以
内

３　

入
学
支
度
金

医
学
生　

１
０
０
万
円
以
内

看
護
学
生
な
ど　

50
万
円
以
内

４　

貸
付
期
間（
上
限
期
間
）

医
学
生
６
年・研
修
医
２
年

看
護
学
生
な
ど（
看
護
師
５
年・准
看
護
師

２
年
）

５　

募
集
定
員

医
学
生・研
修
医　

若
干
名

看
護
学
生
な
ど　

10
人

６　

応
募
方
法

　

必
要
書
類
を
保
健
医
療
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。募
集
要
項
、申
請
書
は
本
庁
、

各
支
所
に
備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

７　

申
請
書
受
付
期
間

２
月
16
日（
木
）～
４
月
25
日（
水
）

８
時
30
分
～
17
時
30
分（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
25
日（
水
）の
消
印

ま
で
有
効

８　

 

貸
付
者
の
決
定

　

庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
貸
付

審
査
会
で
、提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
一
次

選
考
し
ま
す
。一
次
選
考
の
結
果
、定
員
を

超
え
る
場
合
は
抽
選
で
市
長
が
決
定
し
ま

す（
５
月
下
旬
ご
ろ
）。

　

市
は
、高
校・大
学・専
門
学
校
な
ど
に
在

学
、進
学
す
る
生
徒
や
学
生
を
対
象
に
、奨

学
金（
貸
付・
支
給
）制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。平
成
24
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

① 

庄
原
市
奨
学
金
貸
付
制
度

■
主
な
資
格
要
件

①
父
母（
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、父
母
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
方
）な
ど
の

住
所
が
、１
年
以
上
市
内
に
あ
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

③
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑤
国
、地
方
公
共
団
体
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
団
体
が
行
っ
て
い
る
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

⑥
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

■
提
出
書
類

①
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

③
父
母
な
ど
の
直
近
の
市・県
民
税
課
税
台

帳
記
載
事
項
証
明
書（
所
得
証
明
書
）

④
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証

明
書（
原
本
）

⑤
誓
約
書

⑥
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
書
類

※
申
請
書
類
は
、教
育
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
教
育
室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
一
定
期
間
以
上
市
内
に
継
続
し
て
居
住

す
る
と
、奨
学
金
返
還
金
の
一
部
を
免
除

さ
れ
る
返
還
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

② 

庄
原
市
奨
学
金
支
給
制
度

　

高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
に
つ

い
て
は
、生
活
保
護
法
に
よ
る
要
保
護
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
支
給
制
度
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。③ 

西
城
紫
水
高
校
奨
学
金
貸
付
制
度

　

広
島
県
立
西
城
紫
水
高
等
学
校
お
よ
び

同
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■庄原市奨学金貸付月額（無利子）　

区　分

高等学校・
専修学校（高等課程） 大　　学 短期大学・

専修学校（専門課程）
高等専門学校・
各種学校など

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立

自宅通学 １８，０００ ２０，０００ ３０，０００ ４１，０００ ３０，０００ ４０，０００ ２０，０００ ３０，０００

自宅外
通学 ２３，０００ ２５，０００ ３５，０００ ４８，０００ ３５，０００ ４５，０００ ２５，０００ ３５，０００

庄
原
市
奨
学
金

平
成
24
年
度

奨
学
生
募
集

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
２

医療従事者育成奨学金

（単位：円）
■
申
請
書
受
付
期
間

２
月
16
日（
木
）～
４
月
16
日（
月
）

○
西
城
紫
水
高
校
奨
学
金
の
み

４
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）

17
時
30
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
申
請
受
付
期
間
内
必
着

■
提
出
先

教
育
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
各
支
所
教
育
室


